
大
谷
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
（
現
大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
日

本
語
日
本
文
学
科
）
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
大
阪
府
富
田
林
市
錦
織

で
本
学
が
開
学
し
た
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
の
こ
と
で

あ
る
。
以
来
本
学
科
は
、
言
葉
や
言
葉
に
関
わ
る
文
化
を
学
ぶ
場
と

し
て
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
歩
み
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）

三
月
ま
で
の
五
十
三
年
間
に
累
計
六
千
六
百
名
を
超
え
る
卒
業
生
を

世
に
送
り
出
し
て
き
た
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
一
月
二
十
五
日
付
の
「
大
学
開
設

（
�
）

認
可
書
」
に
よ
れ
ば
、
開
学
当
初
の
学
部
は
文
学
部
の
一
学
部
の
み

で
あ
る
。
そ
の
も
と
に
国
文
学
科
・
英
文
学
科
が
組
織
さ
れ
、
入
学

定
員
は
各
五
十
名
だ
っ
た
。
英
文
学
科
は
学
内
組
織
の
改
組
改
編
に

よ
り
現
在
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
学
科
は
、
開
学
以

来
の
体
制
を
引
き
継
ぐ
、
本
学
で
は
唯
一
の
学
科
と
い
う
こ
と
に
な

る
。昭

和
四
十
年
代
、
教
員
お
よ
び
学
生
は
漸
次
増
加
し
た
。
は
じ
め

に
開
学
当
初
の
教
員
構
成
を
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
昭
和

四
十
一
年
度
大
谷
女
子
大
学
教
職
員
学
生
住
所
録
の
記
載
に
基
づ

く
）。（

教
授
）
乗
岡
憲
正
、
原
田
芳
起
、
三
上
章

（
助
教
授
）
佐
藤
美
知
子
、
水
原
渭
江
、
山
口
逵
子

（
専
任
講
師
）
福
田
晃

（
兼
任
講
師
）
な
し

こ
れ
に
対
し
、
開
学
か
ら
七
年
目
に
あ
た
る
昭
和
四
十
八
年
（
一

九
七
三
）
の
教
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
下
記
の
一
覧
は
、

学
校
法
人
大
谷
学
園
の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十

周
年
記
念
』（
学
校
法
人
大
谷
学
園
、
平
成
十
一
年
）
で
公
に
さ
れ

て
い
る
。

（
教
授
）
乗
岡
憲
正
、
遠
藤
嘉
基
、
小
久
保
実

（
客
員
教
授
）
犬
養
孝
、
山
内
潤
三

（
助
教
授
）
佐
藤
美
知
子
、
岩
瀬
博
、
中
村
宗
彦

（
専
任
講
師
）
小
椋
嶺
一
、
西
奥
鳴
琴

（
兼
任
講
師
）
伊
藤
敏
子
、
乾
裕
幸
、
臼
田
甚
五
郎
、
大
藤
幹

日
本
語
日
本
文
学
科
（
旧
国
文
学
科
）
半
世
紀
の
歩
み
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（
�
）

夫
、
野
上
俊
子
、
横
山
正

当
時
の
研
究
者
は
専
攻
領
域
が
広
い
。
例
え
ば
開
学
当
初
、
国
文

（
�
）

学
科
主
任
を
つ
と
め
た
乗
岡
憲
正
教
授
は
、
折
口
信
夫
の
民
俗
学
を

継
承
し
、『
万
葉
集
』
や
口
承
文
芸
・
芸
能
な
ど
、
伝
承
文
学
に
関

（
�
）

わ
る
論
考
を
幅
広
く
発
表
し
て
い
る
。
付
言
す
れ
ば
、
乗
岡
教
授
は

（
�
）

大
谷
女
子
大
学
学
歌
の
作
詞
者
で
も
あ
り
、
し
か
も
授
業
で
は
主
に

『
源
氏
物
語
』
を
担
当
し
た
。
ま
た
佐
藤
美
知
子
助
教
授
（
昭
和
四

十
九
年
よ
り
教
授
）
は
『
万
葉
集
』
研
究
を
中
心
と
し
な
が
ら
中
世

和
歌
や
木
下
利
玄
等
の
近
代
歌
人
に
関
す
る
論
考
、
近
現
代
短
歌
論

を
公
に
し
た
こ
と
に
加
え
、
自
身
が
短
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
機
関

（
�
）

誌
『
か
つ
ら
ぎ
』（
後
に
『
か
づ
ら
き
』）
を
編
集
、
さ
ら
に
は
後
述

（
�
）

す
る
万
葉
植
物
園
造
園
の
監
修
な
ど
も
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
個
々
の
教
員
が
多
彩
な
活
躍
を
す
る
一
方
、
右
の
教

員
は
日
本
語
学
お
よ
び
日
本
文
学
を
専
攻
す
る
各
時
代
・
各
分
野
の

研
究
者
を
ま
ん
べ
ん
な
く
配
置
し
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
体
制
が
昭
和
四
十
年
代
す
で
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。草

創
期
の
学
科
の
歴
史
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
他
に
も
い
く
つ

か
あ
る
。
大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
の
創
設
（
昭
和
四
十
一
年
）
お

よ
び
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
の
創
刊
（
昭
和
四
十
六
年
）、
教
員
と

学
生
で
構
成
さ
れ
た
各
領
域
の
研
究
会
等
が
そ
れ
で
あ
る
。（�）

大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
は
教
員
と
学
生
を
正
会
員
と
し
、
そ
の

両
者
の
協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
乗
岡
教
授
が
筆
を
執
っ
た

「
創
刊
の
辞
」（『
大
谷
女
子
大
国
文
』
創
刊
号
、
昭
和
四
十
六
年
三

月
）
に
そ
っ
て
ま
と
め
れ
ば
、
本
国
文
学
会
が
発
足
し
た
の
は
、
学

科
創
設
と
同
じ
昭
和
四
十
一
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
学
会
活
動
の

目
的
は
国
文
学
へ
の
よ
り
深
い
認
識
と
研
究
を
目
指
す
点
に
あ
り
、

春
秋
二
季
に
お
け
る
学
会
行
事
や
四
つ
の
文
学
研
究
会
の
運
営
を
主

な
活
動
内
容
と
し
た
。

そ
し
て
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
第
一
期
卒
業
生
を
世
に
送
り
、
学

科
創
設
五
年
目
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
本
国
文
学
会
で
急

速
に
機
関
誌
発
刊
の
機
運
が
熟
し
た
と
い
う
。

そ
の
名
も
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
と
銘
打
っ
て
、
創
刊
号
を

刊
行
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
同
慶
に
堪
え
な
い
。

そ
の
表
題
は
平
板
な
が
ら
、
む
し
ろ
本
学
に
お
け
る
国
語
・
国

文
学
の
論
文
誌
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
表
明
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

尚
、
今
後
に
お
い
て
本
学
に
提
出
せ
ら
れ
る
卒
業
論
文
は
、

近
代
文
学
の
分
野
に
の
み
片
寄
る
こ
と
な
く
、
古
代
か
ら
近
世

へ
の
古
典
文
学
並
び
に
国
語
学
の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
問
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題
意
識
が
広
く
、
且
つ
平
均
し
て
ゆ
く
傾
向
の
培
わ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
く
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
、
い
さ
さ
か
な

り
と
も
関
係
の
学
界
、
ま
た
国
語
・
国
文
学
の
研
究
に
志
す
同

系
列
の
大
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
研
究
の
資
料
と
し
て
役
立
ち

得
る
な
ら
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
学
の
み
な
ら

ず
、
広
く
世
の
御
批
判
と
御
好
意
と
を
期
待
し
て
、
逐
次
充
実

を
計
っ
て
行
き
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
る
。

右
の
「
創
刊
の
辞
」
に
あ
る
と
お
り
、
本
誌
は
学
生
の
卒
業
論
文

が
学
界
に
寄
与
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
実
際
に
学
生
の

論
文
も
教
員
の
論
考
と
並
ん
で
収
録
さ
れ
た
。
そ
れ
は
卒
業
論
文
の

な
か
で
も
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
創
刊
号
で
言
え

ば
刈
屋
博
美
・
西
野
登
志
子
・
仲
尾
さ
つ
き
の
諸
姉
の
論
考
が
そ
れ

（
�
）

に
あ
た
る
。
何
人
か
の
卒
業
生
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
教
授
陣
の
論
考

と
と
も
に
自
身
の
卒
業
論
文
が
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
大
変
で
は
あ
る
が
、
同
級
生
を

は
じ
め
誰
か
ら
も
一
目
お
か
れ
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
現
在
そ
れ

ら
の
卒
業
論
文
を
読
ん
で
み
て
も
、
担
当
教
員
の
指
導
の
も
と
長
い

時
間
を
か
け
て
諸
資
料
を
丹
念
に
整
理
し
、
学
界
に
新
見
を
示
さ
ん

と
し
た
力
作
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
な
お
本
誌
に
は
卒
業
論
文
に
加

え
、
本
学
大
学
院
の
学
生
が
書
い
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

（

）

現
在
は
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
伝
統
が
途
絶
え
て
い
る
。
そ
こ

に
は
い
く
つ
も
の
理
由
が
あ
る
。
学
生
の
意
識
の
変
化
は
一
つ
の
要

因
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
現
代
の
大
学
生
は
、
社

会
状
況
の
影
響
も
あ
っ
て
非
常
に
多
忙
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば

学
生
は
、
一
年
生
の
時
か
ら
就
職
活
動
の
準
備
を
始
め
る
必
要
が
あ

り
、
正
規
の
授
業
時
間
外
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
や
自
己
分
析
を
は
じ
め

各
種
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
四
年
生
時
に
は
何

ヶ
月
も
就
職
活
動
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
じ
っ
く
り
一
つ
の
言

葉
の
歴
史
を
た
ど
る
、
あ
る
い
は
一
つ
の
作
品
を
読
み
込
む
と
い
っ

た
時
間
の
余
裕
が
遺
憾
な
が
ら
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
方
学
術
の
世
界
に
お
い
て
は
研
究
の
高
度
化
と
細
分
化
が
進

み
、
研
究
対
象
に
よ
っ
て
は
専
門
の
研
究
者
で
あ
っ
て
も
新
し
い
発

見
を
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
卒
業
論
文
が
本

学
科
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
い

く
つ
も
の
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
編
集
委
員
会
と
し
て

は
、
学
生
の
論
文
投
稿
に
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
ま
っ
た
く
逆
で
あ
っ
て
、
掲
載
に
値
す
る
力
作
が
投
稿
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

草
創
期
の
学
科
の
歴
史
に
話
を
戻
せ
ば
、
大
谷
女
子
大
学
国
文
学
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会
は
、
毎
年
春
季
に
は
本
学
科
教
員
お
よ
び
学
外
の
講
師
に
よ
る
学

術
講
演
会
、
秋
季
に
は
学
術
上
有
意
義
な
見
学
会
や
文
学
散
歩
な
ど

（

）

の
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
教
員
と
学
生
で
構
成
す
る
研
究
会
は
学
科

創
設
以
来
重
視
し
て
き
た
活
動
で
、
原
則
と
し
て
、
会
ご
と
に
作
品

や
テ
ー
マ
を
決
め
、
毎
週
一
回
昼
休
み
に
集
ま
っ
て
輪
読
す
る
ス
タ

（

）

イ
ル
が
採
ら
れ
た
。「
大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
報
」
第
一
号
（
昭

和
四
十
八
年
九
月
、
以
下
「
会
報
」
と
略
称
）
所
収
「
研
究
会
だ
よ

り
」
に
は
、
次
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

劇
文
学
研
究
会
（
乗
岡
憲
正
先
生
指
導
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』

輪
読
、
浄
瑠
璃
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
等
）

和
歌
文
学
研
究
会
（
佐
藤
美
知
子
先
生
指
導
、
和
歌
の
研
究
方

法
・
鑑
賞
力
の
修
得
、
万
葉
植
物
園
の
造
園
協
力
等
）

説
話
文
学
研
究
会
（
岩
瀬
博
先
生
指
導
、「
一
寸
法
師
」
や

『
閑
居
友
』
輪
読
、
愛
媛
県
広
見
町
の
昔
話
集
作
成
）

中
世
文
学
研
究
会
（
山
口
遶
子
先
生
指
導
、『
平
家
物
語
』
輪

読
、
京
都
大
原
へ
の
研
究
旅
行
）

俳
文
学
研
究
会
（
山
口
遶
子
先
生
指
導
、
芭
蕉
の
俳
文
輪
読
、

伊
賀
方
面
へ
の
研
究
旅
行
）

近
世
文
学
研
究
会
（
小
椋
嶺
一
先
生
指
導
、
井
原
西
鶴
と
本
居

宣
長
の
著
作
の
輪
読
）

近
代
文
学
研
究
会
（
小
久
保
実
先
生
指
導
、
宇
野
千
代
の
研
究
）

語
文
研
究
会
（
中
村
宗
彦
先
生
指
導
、『
古
事
記
』
輪
読
、
出

雲
風
土
記
の
故
郷
で
あ
る
大
社
・
松
江
方
面
へ
の
研
究
旅

行
）

当
初
は
四
つ
だ
っ
た
研
究
会
が
昭
和
四
十
八
年
の
時
点
で
は
八
つ

に
増
え
て
お
り
、
そ
の
発
展
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
各
研
究
会
に

よ
っ
て
参
加
人
数
は
異
な
る
が
、
中
世
文
学
研
究
会
を
例
に
と
れ
ば

（

）

会
員
数
は
二
十
名
だ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
研
究
会
は

主
に
学
生
主
体
で
運
営
さ
れ
、
上
級
生
と
下
級
生
が
学
年
の
垣
根
を

越
え
て
交
流
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

第
一
期
卒
業
生
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
開
学
直
後
は
次
の
よ
う
な
様

子
だ
っ
た
と
い
う
。

一
回
生
の
当
時
は
、
文
学
部
総
数
で
、
二
百
名
し
か
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
学
舎
は
、
コ
の
字
型
の
建
物
と
寮
だ
け
で
、
そ
れ
で

も
、
講
義
ご
と
に
教
室
を
移
動
す
れ
ば
、
空
い
て
い
る
教
室
の

方
が
多
い
と
言
う
ぐ
ら
い
広
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

直
接
教
え
て
下
さ
る
教
授
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
務

の
方
々
か
ら
、
食
堂
の
お
ば
さ
ん
た
ち
ま
で
顔
や
名
前
を
覚
え

て
下
さ
っ
て
、
親
し
く
お
話
の
で
き
る
雰
囲
気
で
、
と
て
も
楽

（

）

し
い
四
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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教
員
が
学
生
の
顔
を
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

（

）

山
中
功
一
初
代
教
務
部
長
も
同
じ
証
言
を
残
し
て
い
る
。
本
学
は
現

在
も
教
員
と
学
生
と
の
距
離
が
近
い
大
学
で
あ
る
。
そ
う
し
た
伝
統

は
開
学
当
初
か
ら
続
い
て
い
た
。

な
お
一
泊
二
日
の
新
入
生
研
修
旅
行
（
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

（

）

キ
ャ
ン
プ
）
が
昭
和
四
十
六
年
に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
行
事
は
長

年
本
学
の
特
長
で
あ
っ
た
が
、
令
和
二
年
度
か
ら
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
名
称
を
改
め
、
宿
泊
は
と
も
な
わ
な
い
か
た

ち
で
、
従
来
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
を
発
展
・
拡
充
さ
せ

る
予
定
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
、
万
葉
植
物
園
の
造
営
が
始

ま
っ
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
先
述
の
佐
藤
美
知
子
助
教
授
で

あ
る
。
こ
の
植
物
園
に
は
『
万
葉
集
』
に
登
場
す
る
約
百
六
十
種
の

（

）

植
物
の
う
ち
約
百
五
十
種
が
植
え
ら
れ
た
。
後
に
佐
藤
教
授
が
ま
と

め
た
大
谷
女
子
大
学
万
葉
植
物
園
案
内
書
「
万
葉
の
草
木
」（
昭
和

六
十
二
年
五
月
刊
）
に
は
植
物
園
の
草
木
の
一
覧
と
『
万
葉
集
』
の

例
歌
が
収
め
ら
れ
、
園
内
の
植
物
を
観
察
す
る
手
引
き
と
な
っ
て
い

る
。
万
葉
植
物
園
は
一
時
期
荒
廃
し
た
こ
と
が
あ
り
、
生
育
環
境
の

関
係
も
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
植
物
が
今
も
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

（

）
い
。
だ
が
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
薬
学
部
薬
学
科
の
設
置
に
と

も
な
い
薬
草
園
の
設
置
が
必
要
と
な
り
、
薬
草
園
の
機
能
を
も
た
せ

る
か
た
ち
で
万
葉
植
物
園
が
再
整
備
さ
れ
た
。
現
在
は
各
学
部
の
学

生
が
課
題
に
取
り
組
む
場
と
し
て
、
ま
た
学
内
の
憩
い
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
、
秋
に
は
先
生
の
引
率
の
も
と
園
児
が
ド
ン
グ
リ
を
拾
う

光
景
も
見
ら
れ
る
。

図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
進
展
と
あ
い
ま
っ

て
、
本
学
科
は
順
調
に
発
展
し
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
は
教
員
数
・

学
生
数
が
と
も
に
増
加
。
在
学
生
が
一
学
年
二
百
名
以
上
と
な
る
時

期
も
あ
っ
た
。
歴
代
の
大
谷
女
子
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
、
ゼ
ミ

ご
と
の
卒
業
論
文
一
覧
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
見
る
と
、
指

（

）

導
教
員
一
人
に
対
し
学
生
が
二
十
名
以
上
い
る
ゼ
ミ
も
あ
っ
た
。
昭

和
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
、
在
籍
す
る
教
員
は
専
任
教

員
・
非
常
勤
講
師
を
含
め
二
十
五
〜
三
十
名
前
後
と
い
う
大
所
帯
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
語
学
を
専
攻
す
る
複
数
の
教
員
に
加
え
、
各
時

代
の
日
本
文
学
に
つ
き
韻
文
・
散
文
の
専
任
教
員
が
原
則
と
し
て
各

一
名
ず
つ
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
、
日
本
語
や
日
本
文
学
の
形

成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
文
学
の
研
究
者
が
本
学
科
の
教
員

（

）

に
加
わ
っ
た
の
も
、
学
科
の
発
展
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
大
学
院
文
学
研
究
科
（
国
語
学
国

文
学
専
攻
）
修
士
課
程
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
同
博
士
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課
程
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。

い
さ
さ
か
手
前
味
噌
の
記
述
と
な
る
が
、
本
学
科
に
籍
を
置
い
た

専
任
教
員
の
な
か
に
は
、
各
学
問
領
域
を
代
表
す
る
一
流
の
研
究
者

も
含
ま
れ
る
。
お
名
前
を
逸
す
る
非
礼
を
恐
れ
、
一
人
一
人
の
研
究

者
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
特
に
同
じ
領
域

を
専
攻
す
る
読
者
の
方
で
あ
れ
ば
、
本
特
輯
号
所
収
「『
大
谷
女
子

大
国
文
』『
大
阪
大
谷
国
文
』
総
目
録
」
を
通
じ
、
右
の
事
実
は
す

ぐ
に
見
て
と
れ
る
と
考
え
る
。
あ
わ
せ
て
御
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
学
科
は
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
が
、
社
会
状

況
の
変
化
に
よ
り
や
が
て
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
長
引
く
経
済
不
況
に
よ
り
実
学
偏
重

の
傾
向
が
強
ま
り
、
全
国
各
地
で
日
本
語
学
や
日
本
文
学
に
関
わ
る

研
究
機
関
が
改
組
・
改
編
、
場
合
に
よ
っ
て
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
危
機
的
状
況
を
受
け
て
、
本
学
で
も
学
部
等
の
再
編
が
幾
度
も

行
わ
れ
（
年
表
参
照
）、
入
学
定
員
も
見
直
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
は
本
学
科
に
副
専
攻
制
（
コ
ー
ス

制
）
が
導
入
さ
れ
、
日
本
語
教
育
学
の
専
門
家
を
迎
え
た
上
で
、
日

本
語
教
員
コ
ー
ス
、
図
書
館
コ
ー
ス
、
文
化
財
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス

を
設
置
し
た
。
こ
こ
で
言
う
コ
ー
ス
制
と
は
固
定
的
・
限
定
的
な
コ

ー
ス
専
攻
制
で
は
な
く
、
学
生
が
日
本
語
教
員
・
図
書
館
司
書
・
学

芸
員
等
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
望
む
な
ら
ば
国
文
学
科
設
置
の
各
コ

ー
ス
に
そ
っ
た
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
深
い
知
識
を

（

）

得
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

そ
し
て
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
国
文
学
科
か
ら
日
本
語
日
本

文
学
科
に
、
ま
た
大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
か
ら
大
谷
女
子
大
学
日

本
語
日
本
文
学
会
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
、
本
学
科
は
新
た
な
教

育
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
少
子
化
、
若
者
の
文
学
離
れ
、
こ
の

現
象
と
表
裏
す
る
実
学
（
資
格
取
得
）
へ
の
傾
向
、
ひ
い
て
は
長
引

く
経
済
不
況
と
い
う
背
景
の
も
と
、
若
者
た
ち
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や

社
会
の
新
し
い
動
向
に
対
応
す
る
た
め
に
学
科
名
称
等
を
変
更
し
、

教
育
改
革
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
改
革
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、

先
述
の
コ
ー
ス
を
発
展
・
拡
充
さ
せ
、
基
幹
コ
ー
ス
と
し
て
日
本
語

日
本
文
学
コ
ー
ス
を
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
日
本
語
教
育
コ
ー

ス
、
国
語
教
育
コ
ー
ス
、
文
献
文
化
財
コ
ー
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
表

現
コ
ー
ス
の
四
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
こ
の
副
専
攻
制
度
に
よ
り
、

学
生
が
卒
業
研
究
の
作
成
を
進
め
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取

得
し
た
り
、
さ
ら
に
幅
広
く
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の

で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
表
現
コ
ー
ス
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
や

新
聞
発
行
な
ど
情
報
発
信
や
自
己
表
現
の
方
法
を
学
習
・
実
践
す
る

― ２１１ ―



（

）

た
め
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
実
習
型
の
講
義
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

開
講
（
平
成
八
年
度
よ
り
）、
複
数
の
専
任
教
員
に
よ
る
社
会
人
向

け
の
連
続
講
座
（
平
成
十
年
度
よ
り
）、
大
学
院
生
と
学
部
生
両
方

が
受
講
で
き
る
「
共
通
科
目
」
の
開
講
（
平
成
十
二
年
度
よ
り
）
な

ど
、
学
部
生
や
大
学
院
生
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
に
も
対
象
を

広
げ
、
教
育
体
制
の
発
展
・
拡
充
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
動
向
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇

六
）
薬
学
部
の
新
設
に
あ
わ
せ
て
、
本
学
は
大
学
名
称
を
大
谷
女
子

大
学
か
ら
大
阪
大
谷
大
学
に
変
更
し
、
全
学
部
男
女
共
学
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
大
谷
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
を
大

阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
に
、
学
術
誌
『
大
谷
女
子
大
国

文
』
を
『
大
阪
大
谷
国
文
』
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
す
る
と
と
も

に
、
日
本
語
日
本
文
学
科
に
書
道
教
育
コ
ー
ス
を
置
い
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
改
革
が
行
わ
れ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
一
九
九
〇

年
代
の
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
本
学
科
に
と
っ
て

試
練
の
時
代
だ
っ
た
。
入
学
定
員
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
、
教
育
活
動
の
重
要
な
一
環
を
に
な
っ
た
研
究
会
が
次
第
に
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
学
生
の
書
い
た
卒
業
論
文
が
『
大
谷
女
子

大
国
文
』
や
『
大
阪
大
谷
国
文
』
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
等
、

こ
の
時
期
に
は
学
科
の
歴
史
の
上
で
い
く
つ
も
の
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
。

た
だ
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
劇
的
な
環

境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
教
育
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、
言
葉
や
言

葉
に
関
わ
る
文
化
を
学
ぶ
学
科
と
し
て
の
芯
の
部
分
を
一
貫
し
て
堅

持
し
た
こ
と
で
あ
る
。
全
国
の
大
学
で
人
文
系
学
部
の
統
廃
合
が
進

む
な
か
、
本
学
科
は
、
組
織
上
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
は
一
度

の
学
科
名
称
変
更
の
み
で
こ
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え
た
。
そ
し

て
試
練
を
克
服
し
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。
も
し
そ
の
時
、
学
科
の

枠
組
み
そ
の
も
の
を
解
体
す
る
よ
う
な
改
組
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い

た
ら
、
現
在
は
ま
っ
た
く
別
の
状
況
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
コ
ー
ス
編
成
を
改
め
、
日
本

語
日
本
文
学
コ
ー
ス
、
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
、
国
語
教
育
コ
ー
ス
、

書
道
教
育
コ
ー
ス
、
企
画
・
編
集
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
こ
の
う
ち

企
画
・
編
集
コ
ー
ス
は
先
述
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
表
現
コ
ー
ス
を
さ
ら

に
見
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ー
ス
履
修
を
通
じ
て
、
出
版
業
界
や

企
業
等
で
の
広
報
活
動
に
即
戦
力
と
し
て
役
立
つ
人
材
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
図
書
館
司
書
に
強
い
興
味
を
抱
く
学
生
が
多
い
状

況
を
考
慮
し
て
、
本
学
科
に
図
書
館
情
報
学
の
専
門
家
を
迎
え
、
平

成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
図
書
館
情
報
コ
ー
ス
を
設
置
。
コ
ー
ス
体
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制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
は
か
っ
た
。

こ
う
し
た
継
続
的
な
教
育
改
革
を
通
じ
本
学
科
は
、
名
称
変
更
は

あ
っ
た
も
の
の
、
開
学
当
初
の
体
制
を
引
き
継
ぐ
、
本
学
で
は
唯
一

の
学
科
と
し
て
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
現
在
の
入
学
定
員
は
五
十

名
で
あ
る
が
、
入
学
者
数
は
安
定
的
に
推
移
し
て
お
り
、
大
手
予
備

校
の
発
表
す
る
デ
ー
タ
を
見
て
も
偏
差
値
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
現
在
の
学
生
数
は
、
一
〜
四
年
生
で
計
二
百

三
十
一
名
で
あ
る
。
男
女
比
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
現
時
点

で
は
男
子
学
生
が
約
四
割
、
女
子
学
生
が
約
六
割
を
占
め
る
。
一
方

の
教
員
は
日
本
語
学
、
上
代
か
ら
近
現
代
に
到
る
日
本
文
学
、
中
国

文
学
、
日
本
語
教
育
学
、
図
書
館
情
報
学
の
専
任
教
員
十
名
が
在

（

）
籍
。
こ
れ
に
現
在
学
長
を
つ
と
め
る
浅
尾
広
良
教
授
（
中
古
文
学
）、

教
育
学
部
の
大
槻
美
智
子
教
授
（
日
本
語
学
）、
笹
川
博
司
教
授

（
中
古
文
学
）
を
加
え
る
と
、
関
連
分
野
の
専
任
教
員
は
計
十
三
名

と
な
る
。
一
学
年
に
二
百
名
以
上
学
生
が
在
籍
し
た
時
代
と
比
べ
る

と
、
教
員
数
・
学
生
数
と
も
に
少
な
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
専
任
教

員
約
十
名
に
対
し
一
学
年
の
入
学
定
員
五
十
名
と
い
う
人
数
構
成

は
、
少
人
数
教
育
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
学
生
指
導
を
可
能
に

し
て
い
る
。
ま
た
学
科
草
創
期
以
来
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
拡
充
さ
せ

た
右
の
教
員
構
成
を
通
じ
、
学
生
は
卒
業
研
究
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、
自
分
の
好
き
な
分
野
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
学
科
は
現
在
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
入
れ

の
方
針
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
人
材
育
成
目
標
を
公
に
し
て
い

る
。

本
学
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
報
恩
感
謝
」
に
基
づ
く
教
育

理
念
と
し
て
、「
自
立
・
創
造
・
共
生
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
育
理
念
の
も
と
、
日
本
語
日
本
文
学
科
は
、
日
本
語
お

よ
び
日
本
文
学
に
関
す
る
知
識
と
幅
広
い
文
学
的
素
養
を
身
に

つ
け
、
他
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
て
、
協
働
し
て
諸
課
題
を

（

）

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

右
の
方
針
に
そ
っ
て
現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

る
学
生
を
育
て
る
こ
と
は
、
本
学
科
に
と
っ
て
必
須
の
課
題
で
あ

る
。
我
々
は
常
に
新
た
な
社
会
的
動
向
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
一
月
に
中
央
教
育
審
議
会
が
と
り

ま
と
め
た
「
二
〇
四
〇
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
で
は
十
八
歳
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
の
高
等
教
育
機
関
の
整

（

）

理
統
合
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
三
十
一
年
（
二
〇
一

九
）
二
月
に
出
さ
れ
た
「
高
等
教
育
・
研
究
改
革
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
柴
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）」
で
は
、
大
学
側
が
学
生
の
学
力
の
伸
び
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を
確
認
す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
を
強
く

（

）

求
め
て
い
る
。
加
え
て
令
和
二
年
度
か
ら
は
高
等
教
育
機
関
の
授
業

（

）

料
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
学
生
が
給
付
を
受
け
る

た
め
に
は
一
定
水
準
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
と
連
動
し
大
学
と
し
て
は
、
成
績
評
価
の
さ
ら
な
る
厳
格

化
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
た
な
動
向
に
対
応
す
る
こ
と
は
全
学
的
な
課
題
で
あ

り
、
本
学
科
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
教

職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
本
学
科
に
在
籍
す
る
学
生
も
、
次
々
と
変
化
す

る
状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

先
述
の
と
お
り
、
日
本
語
日
本
文
学
科
は
多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え

て
き
た
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
今
ま
で

通
り
学
生
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
質
の
高
い
教
育
活
動
を
行

い
、
次
の
五
十
年
の
新
た
な
歴
史
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（『
大
阪
大
谷
国
文
』
編
集
委
員
会
）

※
以
上
の
記
述
の
う
ち
、
特
に
注
記
を
施
さ
な
か
っ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
資
料
を
適
宜
参
照
し
た
。

・
創
立
六
十
年
記
念
誌
出
版
部
会
『
尋
源

大
谷
学
園
六
十
年
』

（
学
校
法
人
大
谷
学
園
、
昭
和
四
十
四
年
）

・
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周

年
記
念
』（
学
校
法
人
大
谷
学
園
、
平
成
十
一
年
）

・
学
校
法
人
大
谷
学
園
『
尋
源

大
谷
学
園
１
０
０
周
年
記
念
誌
』

（
学
校
法
人
大
谷
学
園
、
平
成
二
十
年
）

・「
大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
報
」
第
一
〜
二
十
五
号
（
昭
和
四
十

八
年
九
月
〜
平
成
十
六
年
一
月
）

・
大
谷
女
子
大
学
お
よ
び
大
阪
大
谷
大
学
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
（
昭
和

四
十
五
年
〜
現
在
）

・
大
阪
大
谷
大
学
・
沿
革

（
出
典
）https://w

w
w
.osaka-ohtani.ac.jp/about/history.htm

l

注（
�
）
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
五
三
頁
参
照
。
学
部
・

学
科
の
構
成
や
入
学
定
員
に
つ
い
て
は
「
大
谷
女
子
大
学
学
則
」

（『
尋
源

大
谷
学
園
六
十
年
』
一
三
五
〜
一
四
一
頁
）
に
も
同
じ
内

容
の
記
載
が
あ
る
。

（
�
）
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
四
日
付
「
大
谷
女
子
大
学
通
信
」（『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
六
八
〜
四
六
九
頁
か
ら
転
載
）。
転

載
に
あ
た
り
博
士
号
等
の
記
載
は
省
略
し
た
。
ま
た
『
尋
源

大
谷

学
園
九
十
周
年
記
念
』
に
は
兼
任
講
師
欄
の
記
載
に
「
伊
藤
俊
子
」
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と
あ
る
が
、
正
し
く
は
「
伊
藤
敏
子
」
と
判
断
さ
れ
る
の
で
訂
し

た
。

（
�
）
『
尋
源

大
谷
学
園
六
十
年
』
三
三
九
頁
、『
尋
源

大
谷
学
園
九

十
周
年
記
念
』
四
五
六
頁
参
照
。

（
�
）
「
乗
岡
憲
正
先
生
の
略
歴
並
び
に
業
績
」
お
よ
び
「
献
呈
の
辞
」

（『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
二
十
三
号
、
平
成
五
年
三
月
）
参
照
。

（
�
）
『
尋
源

大
谷
学
園
六
十
年
』
三
三
三
〜
三
三
四
頁
、『
尋
源

大

谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
五
七
〜
四
五
九
頁
参
照
。

（
�
）
具
体
的
な
書
誌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
谷
女
子
大
学
短
歌
ク

ラ
ブ
編
『
か
つ
ら
ぎ
』
第
一
〜
十
六
号
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
〜
昭

和
六
十
年
三
月
）、
大
谷
女
子
大
学
国
文
学
科
佐
藤
研
究
室
か
づ
ら

き
会
編
『
か
づ
ら
き
』
第
十
七
（
一
）〜
二
十
七
（
四
）
号
（
昭
和

六
十
年
十
一
月
〜
平
成
九
年
三
月
）。
こ
の
雑
誌
に
は
会
員
の
つ
く

っ
た
短
歌
に
加
え
て
、
安
田
章
生
先
生
の
特
別
短
歌
、
小
島
憲
之
先

生
、
川
端
善
明
先
生
の
特
別
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た

誌
面
と
な
っ
て
い
る
。

（
�
）
「
佐
藤
美
知
子
先
生
の
略
歴
並
び
に
業
績
」
お
よ
び
「
献
呈
の
辞
」

（『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
二
十
八
号
、
平
成
十
年
三
月
）
参
照
。

（
�
）
「
会
報
」
第
一
号
（
昭
和
四
十
八
年
九
月
）
に
「
国
文
学
会
改
正

会
則
」
の
一
部
が
載
っ
て
お
り
、
そ
の
第
四
条
に
「
正
会
員

本
学

国
文
学
科
の
専
任
教
員
、
卒
業
生
・
在
学
生
全
員
」
と
の
条
項
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

（
�
）
論
文
題
目
等
は
、
本
特
輯
号
所
収
「『
大
谷
女
子
大
国
文
』『
大
阪

大
谷
国
文
』
総
目
録
」
参
照
。

（

）
現
在
の
と
こ
ろ
、
第
三
十
九
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
）
に
掲
載

さ
れ
た
小
島
文
子
氏
の
論
考
が
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
最
後
の
卒
業

論
文
と
な
っ
て
い
る
。

（

）
乗
岡
憲
正
氏
「
│
『
国
文
学
会
報
』
創
刊
に
寄
せ
て
│
」
お
よ
び

「
研
究
発
表
・
講
演
会
及
び
見
学
会
に
つ
い
て
」（「
会
報
」
第
一
号
、

昭
和
四
十
八
年
九
月
）
参
照
。

（

）
研
究
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
〜
四
十
六
年
に
大
谷
女

子
短
期
大
学
お
よ
び
大
谷
女
子
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
福
田
晃
氏

が
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。
や
や
長
文
に
な
る
が
、
以
下
引
用

す
る
。昭

和
四
十
年
、
わ
た
く
し
は
大
学
院
博
士
課
程
を
終
了
す
る
と

同
時
に
、
縁
あ
っ
て
大
阪
の
大
谷
女
子
短
期
大
学
に
赴
任
し

た
。
そ
れ
は
翌
年
の
女
子
大
学
設
置
の
た
め
の
準
備
用
員
と
し

て
の
採
用
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
は
、
先
輩
教
授
と
と
も
に
、
文

学
部
国
文
学
科
の
図
書
の
購
入
か
ら
教
学
大
系
の
原
案
づ
く
り

ま
で
に
か
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
学
紛
争
が
激
化
し

て
い
た
時
代
で
、
教
授
と
学
生
と
の
関
係
が
不
穏
な
状
態
に
あ

っ
た
。
そ
の
教
授
と
学
生
と
の
信
頼
関
係
を
教
学
の
な
か
で
い

か
に
築
く
か
が
、
女
子
大
学
で
も
課
題
と
な
っ
た
。
わ
た
く
し

（
マ
マ
）

は
、
五
人
の
専
任
教
員
が
正
式
の
講
座
・
演
習
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
的
ゼ
ミ
を
開
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
臼

田
先
生
（
臼
田
甚
五
郎
先
生
│
引
用
者
注
）
の
説
話
研
究
会
の

方
法
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
翌
年
、
大
谷
女
子
大
学
が
開
学
、

わ
た
く
し
は
自
主
ゼ
ミ
と
し
て
説
話
文
学
研
究
会
を
用
意
し
、
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お
よ
そ
二
十
名
余
の
新
入
生
を
入
会
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
國
学
院
と
同
じ
く
、
毎
週
一
回
、
書
か
れ
た
説
話
の
輪
読

の
か
た
わ
ら
、
昔
話
の
入
門
書
の
講
義
を
進
め
た
。
や
が
て
そ

の
年
の
八
月
下
旬
に
は
、
十
日
間
に
わ
た
り
、
岡
山
県
真
庭
郡

八
束
村
・
花
園
村
に
お
い
て
、
昔
話
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
指
導
の
教
員
と
学
生
と
の
共
同
作

業
で
あ
り
、
合
宿
生
活
で
も
あ
り
、
毎
晩
実
施
さ
れ
る
報
告
会

き
づ
な

は
、
確
か
に
教
員
と
学
生
と
の
信
頼
を
獲
得
す
る
絆
と
も
な
っ

た
の
で
あ
る
。（
福
田
晃
氏
『
昔
話
か
ら
御
伽
草
子
へ
│
室
町

物
語
と
民
間
伝
承
│
』
三
弥
井
書
店
、
平
成
二
十
七
年
、
三
六

九
頁
「
あ
と
が
き
」
よ
り
引
用
。
傍
線
も
引
用
者
に
よ
る
）

（

）
「
会
報
」
第
二
号
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
）
参
照
。

（

）
芝
本
邑
子
氏
（
旧
姓
田
中
）「
随
想
」（「
会
報
」
第
十
七
号
、
平

成
元
年
十
月
）。

（

）
「
山
中
功
一
教
務
部
長
の
回
想
」（『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年

記
念
』
四
五
六
頁
）
参
照
。
こ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
開
学
当
時
は
国

文
学
科
・
英
文
学
科
と
も
に
学
生
を
智
組
・
信
組
の
各
二
ク
ラ
ス
、

計
四
ク
ラ
ス
に
分
け
、
Ａ
教
室
で
の
朝
礼
、
次
い
で
教
員
に
よ
る
三

分
間
の
講
話
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（

）
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
六
七
頁
参
照
。
第
六
期

生
・
長
阪
和
子
氏
（
旧
姓
川
田
）「
女
子
大
国
文
学
科
の
思
い
出
」

（
同
書
七
五
八
頁
）
に
は
、
こ
の
昭
和
四
十
六
年
時
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
（
多
武
峯
へ
の
バ
ス
旅
行
）
の
回
想
が
つ
づ
ら
れ
て
い

る
。

（

）
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
七
四
頁
、
高
橋
秀
二
郎

氏
「
万
葉
集
の
植
物
に
つ
い
て
」（
大
谷
女
子
大
学
万
葉
植
物
園
案

内
書
「
万
葉
の
草
木
」、
昭
和
六
十
二
年
五
月
）
参
照
。『
尋
源

大

谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
七
一
頁
に
は
万
葉
植
物
園
の
造
営
開
始

が
昭
和
五
十
七
年
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
会
報
」
第
一
号
（
昭

和
四
十
八
年
九
月
）「
研
究
会
だ
よ
り
」
所
収
、
佐
藤
先
生
指
導
の

和
歌
文
学
研
究
会
の
記
事
に
「
特
殊
研
究
活
動
と
し
て
は
万
葉
植
物

園
の
造
園
に
協
力
し
」
と
あ
る
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
造
営
開
始
と

い
う
右
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。

（

）
藤
原
茂
樹
氏
「
万
葉
植
物
園
の
楽
し
み
」（「
会
報
」
第
二
十
四

号
、
平
成
十
二
年
三
月
）、
池
田
千
尋
氏
「
今
も
む
か
し
も
好
き
な

場
所
」（
本
特
輯
号
所
収
）
参
照
。
藤
原
教
授
は
上
代
文
学
が
専
門

で
、
本
学
科
で
は
古
代
文
学
研
究
会
を
担
当
。
そ
の
研
究
会
の
活
動

と
し
て
毎
週
水
曜
日
、
植
物
園
委
員
と
一
緒
に
園
内
の
万
葉
植
物
を

前
掲
「
万
葉
の
草
木
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
、「
そ
の
中
で
確
実
に
五

十
五
の
植
物
と
、
九
種
の
た
ぶ
ん
そ
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
を
確

認
」
し
た
と
い
う
。

（

）
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
卒
業
論
文
一
覧
を
載
せ
る
習
慣
は
、
昭
和
四
十

六
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
続
い
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
本

学
科
卒
業
生
の
書
い
た
卒
業
論
文
、
卒
業
研
究
お
よ
び
本
文
学
研
究

科
修
了
生
の
書
い
た
修
士
論
文
、
博
士
論
文
の
題
目
と
氏
名
は
『
大

谷
女
子
大
国
文
』『
大
阪
大
谷
国
文
』
に
す
べ
て
掲
載
し
て
い
る
。

（

）
中
国
文
学
が
専
門
の
山
内
春
夫
先
生
が
昭
和
五
十
四
年
に
着
任
。

こ
の
年
、
専
任
教
員
は
計
十
三
名
と
な
っ
た
（「
会
報
」
第
七
号
、
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昭
和
五
十
四
年
十
月
）。

（

）
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
四
九
五
頁
参
照
。

（

）
『
尋
源

大
谷
学
園
九
十
周
年
記
念
』
五
一
一
〜
五
一
三
頁
参
照
。

（

）
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
二
月
現
在
、
本
学
科
の
専
任
教
員
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
学
科
の
歴
史
を
ま
と
め
る
こ
の
文
章
の
趣
旨

に
鑑
み
、
あ
え
て
記
し
て
お
き
た
い
。
宇
都
宮
啓
吾
教
授
（
日
本
語

学
）、
鈴
木
利
一
教
授
（
上
代
文
学
、
学
科
長
）、
四
重
田
陽
美
教
授

（
中
世
文
学
）、
横
田
隆
志
教
授
（
中
世
文
学
）、
大
坪
亮
介
専
任
講

師
（
中
世
文
学
）、
高
橋
圭
一
教
授
（
近
世
文
学
）、
東
典
幸
教
授

（
近
現
代
文
学
）、
稲
垣
裕
史
准
教
授
（
中
国
文
学
）、
樋
口
裕
子
教

授
（
日
本
語
教
育
学
）、
木
下
み
ゆ
き
教
授
（
図
書
館
情
報
学
）。

（

）
大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全

文
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
出
典
）https://w

w
w
.osaka-ohtani.ac.jp/departm

ent/literature
/japanese/

（

）
文
部
科
学
省
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
（
答
申
）（
中
教
審
第
２
１
１
号
）」

（
出
典
）http

://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/
chukyo0/toushin/1411360.htm

（

）
文
部
科
学
省
「
高
等
教
育
・
研
究
改
革
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
柴
山

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）」

（
出
典
）http

://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/other/1413322.htm

（

）
文
部
科
学
省
「
高
等
教
育
無
償
化
の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
方

針
の
概
要
」

（
出
典
）http

://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/hutankeigen/
detail/__icsFiles/afieldfile/2018/12/28/1412286_001.pdf
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日
本
語
日
本
文
学
科
（
旧
国
文
学
科
）
年
表

※
以
下
の
沿
革
は
、
本
学
の
主
な
歴
史
と
対
照
さ
せ
る
よ
う
構
成
し
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
は
本
学
科
に
お
い
て
特
に
重
要
な
で
き
ご
と
を
指
す
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

大
谷
女
子
大
学
文
学
部
（
国
文
学
科
・
英
文
学
科
）
を
大
阪
府
富
田
林
市
錦
織
に
設
立

大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
創
設

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

文
学
部
に
教
員
養
成
課
程
（
中
学
校
一
級
・
高
等
学
校
二
級
）
の
設
置
が
認
定
さ
れ
る

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

第
一
期
生
卒
業

文
学
部
に
幼
児
教
育
学
科
を
増
設

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
創
刊

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

万
葉
植
物
園
造
成

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

文
学
部
に
司
書
課
程
、
学
芸
員
課
程
を
設
置

図
書
館
竣
工

昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）

大
学
院
文
学
研
究
科
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
、
英
語
学
英
米
文
学
専
攻
）
修
士
課
程
を
設
置

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

大
学
院
文
学
研
究
科
（
国
語
学
国
文
学
専
攻
、
英
語
学
英
米
文
学
専
攻
）
博
士
課
程
を
設
置

平
成
元
年

（
一
九
八
九
）

志
学
館
竣
工

平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）

文
学
部
に
教
員
養
成
課
程
（
中
学
校
一
種
・
高
等
学
校
一
種
）
が
課
程
認
定
さ
れ
る
（
再
認
定
）

平
成
十
年

（
一
九
九
八
）

国
文
学
科
に
日
本
語
教
員
コ
ー
ス
、
図
書
館
コ
ー
ス
、
文
化
財
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
を
置
く

文
学
部
に
司
書
教
諭
課
程
、
社
会
教
育
主
事
課
程
を
設
置

平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）

国
文
学
科
を
日
本
語
日
本
文
学
科
に
名
称
変
更

大
谷
女
子
大
学
国
文
学
会
を
大
谷
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
に
名
称
変
更

日
本
語
日
本
文
学
科
に
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス
、
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
、
国
語
教
育
コ
ー
ス
、
文
献
文
化
財

コ
ー
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
表
現
コ
ー
ス
の
五
コ
ー
ス
を
置
く
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文
学
部
に
文
化
財
学
科
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
学
科
を
増
設

英
文
学
科
、
幼
児
教
育
学
科
の
名
称
を
英
語
英
米
文
学
科
、
教
育
福
祉
学
科
に
変
更

平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）

文
学
部
教
育
福
祉
学
科
を
教
育
福
祉
学
部
教
育
福
祉
学
科
に
改
組

大
学
院
文
学
研
究
科
に
文
化
財
学
専
攻
の
修
士
課
程
・
博
士
課
程
を
増
設

平
成
十
七
年

（
二
〇
〇
五
）

人
間
社
会
学
部
人
間
社
会
学
科
を
設
置

教
育
福
祉
専
攻
科
を
設
置

英
語
英
米
文
学
科
を
英
米
語
学
科
に
名
称
変
更

平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）

大
学
の
名
称
を
大
阪
大
谷
大
学
に
変
更
し
、
全
学
部
男
女
共
学
と
な
る

大
谷
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
を
大
阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
に
名
称
変
更

『
大
谷
女
子
大
国
文
』
を
『
大
阪
大
谷
国
文
』
に
名
称
変
更
（
刊
行
は
平
成
十
九
年
三
月
）

日
本
語
日
本
文
学
科
に
書
道
教
育
コ
ー
ス
を
置
く

日
本
語
日
本
文
学
科
に
教
員
養
成
課
程
（
書
道
、
高
等
学
校
一
種
）
の
設
置
が
認
定
さ
れ
る

薬
学
部
薬
学
科
を
設
置

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

日
本
語
日
本
文
学
科
の
コ
ー
ス
編
成
を
改
め
、
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス
、
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
、
国
語
教
育

コ
ー
ス
、
書
道
教
育
コ
ー
ス
、
企
画
・
編
集
コ
ー
ス
の
五
コ
ー
ス
を
置
く

教
育
福
祉
学
部
教
育
福
祉
学
科
を
教
育
学
部
教
育
学
科
に
名
称
変
更

人
間
社
会
学
部
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
を
設
置

英
米
語
学
科
を
募
集
停
止

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

文
化
財
学
科
を
歴
史
文
化
学
科
に
名
称
変
更

ハ
ル
カ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

教
育
福
祉
専
攻
科
を
教
育
専
攻
科
に
名
称
変
更

平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）

日
本
語
日
本
文
学
科
に
図
書
館
情
報
コ
ー
ス
を
置
き
、
計
六
コ
ー
ス
編
成
と
す
る

大
学
院
文
学
研
究
科
の
文
化
財
学
専
攻
を
歴
史
文
化
学
専
攻
に
名
称
変
更
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